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	特集	 鑑別に苦慮した皮膚病（1）3月は大学や病院などでは年度の最終月になり，

卒業式，定年退職など，人の出入りが多くなるこ

とであろう．そのような騒がしい人事の問題とは

関係なく，静かに時は移りゆき，暖かな春が間近

になってきている．毎年悩まされる花粉症ももう

しばらくの辛抱である．

今月号は「播種状の皮膚病」の特集である．皮膚

病の診断には発疹の性状の把握とその成り立ちを

考えることが重要で，発疹の分布状態をみること

も診断するための情報の一つになる．発疹の分布，

配列については単発か多発か，多発している場合

には線状，帯状，列序性，環状，連圏状，蛇行状な

ど特有の配列をみる疾患があり，また，散在性，

集簇性，播種状など広範囲に分布することがある．

何故にこのような分布を呈するのかを考えてみる

ことも必要である．

播種とは田畑・苗床などに作物の種子を播くこ

とを指し，播種状の病変は小さな病変が皮膚に広

く分布してみられる状態である．類似した名称と

して「汎発性」がある．この場合には何らかの全身

的な作用が起こり，発疹が多発してくる状態で，

例えば，汎発性帯状疱疹などと表現されている．

播種状の皮膚病にはどのようなものがあるか，

本号に掲載された症例を参考にし，日常診療に役

立てていただければ幸いである． （R.S.）
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